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国際交流・韓国

　皆さん、あけましておめでとうございます！

　日本ではお店でご飯を食べたり、買い物をしたりする際、現金で

の支払いがほとんどですよね。しかし便利なものと「はやく！はやく！」

が大好きな韓国人は、ちょっとした買い物でもカードでの支払いが多

いです。

　クレジットカードもありますが、韓国ではチェックカード(デビットカー

ド)もよく使います。14歳以上になるとだれでも作ることができ、通

帳の残高がある分だけ使えるチェックカードは、日本に比べ利用率が

非常に高いです。

　その理由は、カードでの支払いができる所であれば、全国のどこで

も使え、さらにクレジットカードと遜
そん

色
しょく

がないほどのサービスがある

からです。ショッピング、レジャーやスポーツ、美容、遊園地、映画

や公演、外食、ガソリンスタンドなどさまざまな場面で割引やポイ

ントのサービスや、キャッシュバックが受けられるものもあります。

　また韓国では、給与所得の年末調整には、保険料控除以外にカード

で消費した金額も控除され、所得控除率がクレジットカードよりチェッ

クカードのほうが高いため、ほとんどの大人がチェックカードを持っ

ています。それに、最近はチェックカードに交通ICカードの機能が入っ

たものも出ています。さらに、発行したカードの番号を銀行のアプリ

に入力するとモバイルカードが発行されるため、買い物をするとき、

映画を見るとき、電車やバスに乗るときもスマートフォンさえあればチェッ

クカードを利用できるため、身軽に出かけられます。
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